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【利用が見込まれる分野】

研究シーズの概要

高 輝 度 テ ラ ヘ ル ツ 光 源 の
開 発 と 生 命 科 学 へ の 応 用

　光と物質や生体の関係を調べ自然のメカ

ニズムを解明し、さらに新しい光科学技術

（フォトニクス）の発展を目指す鶴町研究室

で最近、「テラヘルツ電磁波を用いた新しい

物質研究」と「フォトニック結晶における

非線形光学効果」「有機分子・生体分子の光

学特性」の３研究テーマが顕著な実績をあ

げ、多方面から注目されています。

　テラヘルツ波は遠赤外線の１領域の電磁

波で高輝度テラヘルツ光源の開発および生

命科学等への応用を目指しています。これ

まで数千万円という高価な極めて時間幅の

短いパルスレーザーを用いて高輝度のテラ

ヘルツ光を発生させるものだったのが、数
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十分の１という安価な光源でもテラヘルツ光を発生できる可能性があるのが特徴。テラヘルツ分光の手

法確立によるナノ・テク、ＩＴの分野はもちろん、最先端医療や安全保障の分野にまでの応用が期待され

ています。

　フォトニック結晶と呼ばれる光の波長と同程度の周期で屈折率が周期変調された構造の非線形光学特

性を調べ、光情報通信や量子コンピュータなど新しい原理で動作するデバイスの創造につなげる研究も

着々、進んでいます。

　また光合成メカニズムの解明をはじめとする、さまざまな有機、生体分子系の光学特性をレーザー光

やテラヘルツ光を用いて明らかにすることで、太陽電池などの新しい光デバイスの開発につなげる研究

（有機分子・生体分子の光学特性解明）も順調に取り組まれています。
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